
第１４８回 拡大常任幹事会 議事録 

 

令和４年３月 12 日（土）午前 10 時～12 時  於：ＺООＭミーティングルーム 

※コロナ禍で集合会議開催が出来ず、前回に続き ZOOM によるリモート会議での開催となった。 

出席者 常任幹事会メンバー21 名、総会運営役員Ｓ52 及び 53 年卒各 1 名、 計 23 名 

● 支部長より開会の挨拶 

・今回の幹事会は対面方式かつ懇親会もと思っていたが、今回も残念ながらリモート会議

開催となってしまった。 

・新型コロナ感染拡大のピークは過ぎたと思われるものの現時点では３回目のワクチン接

種との競争になっている中、7 月 3 日の記念定期総会は何とか開催出来るのではないか

と期待している。 

・悲しいお知らせとなるが、長年に亘り関東支部活動にご尽力いただいた 31 年卒の長谷

川 勉さんが 1 月 2 日ご逝去された。ここにご逝去を悼み心からお悔やみを申し上げる。 

・本日は案内の通り役員改選の審議と 3 年ぶりの 30 周年記念定期総会の審議となるので 

 是非とも活発な議論をお願いしたい。 

 

● 会務報告  

・1 月 15 日 年度幹事 長谷川 勉さんの訃報対応 

（ご冥福を祈り全員で黙とうを捧げる） 

・2 月 11 日（金）支部長との打合せ 3 月 12 日の開催形式検討等 

・2 月 12 日（土）広報部会の編集会議 

尚、同窓会本部の総会は、総会・懇親会の人数をそれぞれ減らし、講演会を中止して開催

予定であることを確認した。 

 

● 議事 

１．総会開催に向けて、状況の確認 

 ・事務局からの報告 

  学士会館は現在のところ 10 人テーブルに 4 名を限度に受け付けており、先の見通しとして

６名×20 テーブルの最大 120 名まで許容する。懇親会の食事もアクリル板で仕切る事によ

り可能。 

  現時点では開催する方向で進めて行くが、これからの議論によっては中止の選択もある。 

 ・萩原企画部会長より 

  コロナ禍で中々運営役員と打合せが出来ておらず、前回の報告と同様で進捗はない。 

 （小林 42 年）郷土名産品等の販売も要検討ではないか？・・・今後調整をする。 

 ・内田 30 周年企画検討委員長より 

  記念講演については佐塚氏にお願いする事に変更はないが、テーマは再考をお願いし「２つ 

  のオリンピックを見た世代」を予定している。 

  又、懇親会進行表の中で表彰をどこに持っていくか、調整中である。 

 ・大石幹事長より 



  開催状況判断のパターンを資料にもとづき説明があった。 

  通常開催／参加を 70%に／参加を 50%に／総会のみの開催／中止 それぞれのパターン 

  本日の拡大常任幹事会以降 5 月の拡大幹事会までの間にパターンを決定し、拡大幹事会に

諮りたい。 

（相川広報部長）会報の発行日程を考えると 5/14 の決定では間に合わず、4 月末がギリギリ 

なので、決定を早めてもらいたい。 

（大石幹事長） 4 月 25、26 日頃に常任幹事に対して書面により決議をいただく事にする。 

（小林 42 年） 本部と関東では感染者数等状況が違うので本部に倣う事はない。 

（原支部長） 本部とは別に考えている。参考にはするが、関東独自の考えでやって行く。 

（大石幹事長） 学士会館の許容は最大で 120 名。開催方法の選択肢は色々あり、本部役員

や静岡からの参加者を最低限にするなど検討をしたい。 

 

２．総会議案１ 令和３年度 会計報告（仮） 

岩下会計より別紙「令和３年度会計残高表」にもとづき現時点での収支報告があった。 

年会費の納入・寄付が１名、運営諸経費に変動あった以外は、前回の報告と変更なし。 

未精算のものがあれば申請をいただきたい。 

 

３．総会議案２ 令和４年度 予算（案） 

  引き続き岩下会計より別紙「令和４年度 予算審議」にもとづき説明があった。 

  7 月の総会・懇親会開催（170 名出席ベース）を前提に策定したが、実施態様に合わせて 

  修正をした上で幹事会への提案とする。 

 

４． 総会議案３ 「役員改選」について 

原支部長より資料「2022 年度の役員改選について」により説明があった。 

・総会議案対象の退任希望に対する自薦・他薦の状況と候補者の調整結果 

 支部長 原 初典 （40 年卒） →  大石 倫義（45 年卒） 

 会計監査 高山 康明（42 年卒） → 内田 晃 （49 年卒） 

・総会議案対象と関連しない役員の調整結果（変更） 

（顧 問） 宗野 治義（32 年卒）退任 → 年度幹事へ  

 吉澤 英夫（38 年卒）退任 → 常任幹事へ 

     原 初典 （40 年卒）新任 

（常任幹事） 

 幹事長  大石 倫義（45 年卒） → 渡部 広志 （48 年卒）新任 

 副幹事長 渡部 広志（48 年卒） → 萩原 克則 （51 年卒）新任 

 常任幹事 杉本 博行（38 年卒）退任 

〃 神山 孝 （40 年卒）退任 

〃 小林（幸)（42 年卒）退任 → 年次幹事へ 

  〃   松本 豊 （41 年卒）退任 

なお、年度幹事から常任幹事への候補者はいるが、今後の調整となる。 

（部会担当）変更なし 

（同好会リーダー）歩く会・旨い酒と肴を愉しむ会は統合を含め原支部長が再調整をする。 



         それ以外の同好会リーダーは継続。 

（年度幹事） 松井 邦弘（32 年卒）退任 → 宗野 治義（32 年卒） 

 田邊 勉 （40 年卒）退任 

 中畑 稔 （40 年卒）退任 

 

改選役員に対して、出席者全員の拍手により承認となった。 

又、松本常任幹事（41 年）より退任に至った経緯等の挨拶があった。 

 

５．専門部会の活動報告について 

 （１）企画部会報告（萩原部会長） 

  各同好会からの活動報告及び今後の予定 

・ゴルフ同好会：コロナ禍で中々開催出来ない。4 月川越 CC 中止、6 月中津川 CC 未

定で秋の定例会は実施を予定している。  

・歩く会：コロナ禍で、春の企画なし。（リーダーの交代要請あり） 

・カラオケ同好会：コロナ禍で 2 年開催していない。今年は是非とも開催したい。 

・テニス同好会：コロナ禍で 1 月～3 月の予定は全て中止となった。4/20 亀戸中央公

園テニスコートを予約しているので、開催を予定している。 

・アジサイの会：コロナ禍で活動出来ず、制限が解ければ動き出したい。 

・旨い酒と肴を楽しむ会：リーダー欠席の為、情報なし。（リーダーの交代要請あり） 

・美の鑑賞会：リーダー欠席の為、情報なし。 

 

（２）組織部会（安藤部会長） 

・今年の新卒者に対しては、同窓会本部事務局の中山様から情報を入手し、支部活動

への参加勧誘活動を実施する。 

・年会費未納者対策として、会報送付対象者等の見直しを行いたい。 

 

（３）広報部会報告（相川部会長） 

令和 4 年度の編集計画につき別紙資料にもとづき説明があった。 

・例年は 16 面構成 → 2021 年は 12 面構成 → 2022 年は 8 面構成で企画する。 

・1～8 面の構成説明 

 3 面の「静商在学中の思い出」につき投稿の協力をお願いしたい。（投稿〆切 4/3） 

（テーマ案）・恩師との思い出 ・部活の思い出 ・体育祭／文化祭の思い出・・・ 

・長谷川 勉さんの「追悼文」は部会報告の紙面で投稿する。 

・広告は従来 1 面で掲載していたが、今回は各面にちりばめる構成にする。 

・総会案内・記念講演会案内は、会報に載せないで「別紙」で対応をする。 

 

（４）応援部会報告（渡部部会長） 

・硬式野球部 春季中部地区予選（3/27 開幕）初戦は 3/28 vs 清水西 

・硬式野球部 関東遠征 3/19 横浜創学館グランドでの練習試合が組まれているが、 

 コロナ禍での制限で中止の公算大。行われれば応援に行きたい。 

 



６．その他 

  ・運営役員 熊谷さん（53 年卒）より 

   皆さんの活発な議論に対しては「なるほどな！」と感心するが、コロナ禍での対応につい

て、現役世代からすると考え方にかなり温度差があると感じる。 

職場では在宅勤務の奨励、複数人数での会食の禁止等厳しい制限がある中、100 人を超

える酒を伴う飲食会合をするのは違和感を覚える。総会・懇親会の開催については慎重に

お願いをしたい。 

  ・運営幹事 山本さん（52 年卒）より 

  初めての体験なので、同期の誘い方など苦慮している。皆さんのご支援を仰ぎつつ精一杯

頑張るのでよろしくお願いします。 

 

● 今後の日程 

・拡大幹事会 令和 4 年 5 月 14 日（土） 14：00 ～（開催形態検討中） 

・拡大常任幹事会 令和 4 年 6 月 25 日（土） 14：00 ～ 

・定例総会     令和 4 年 7 月 3 日（日） 10：45 ～ 学士会館 

・拡大常任幹事会 令和 4 年 8 月 6 日（土） 14：00 ～ 

・拡大幹事会 令和 4 年 9 月 3 日（土） 14：00 ～ 

  ※会議は実開催を目指すが、新型コロナの状況により開催形態を変更する。 

   リモート開催に変更した場合の開催時間は 10：00～ とする。 

                                     以上 


